
1.序　近年、下水処理水註1) を資源として再利用するこ
とが期待されている 1)。親水用水や農業用水への利用に
加え、水産用水の研究 2)も進む一方、再利用率は低く、処
理水利用の実験の場が求められている。本計画の対象と
する芝浦水再生センター（以下、SWTP)は、かつて倉庫
群が建ち並ぶ運河に面した土地に位置したが、周辺の居
住地化に伴い施設上部に公園が設けられ、現在は地域公
園としての役割も担う下水処理施設である。施設内及び
放流口付近が生物の生息域となっており、都市の水環境
及び親水空間として大きな潜在力を持つが、上部公園や
運河との一体的な活用はなされていない。そこで本計画
では、下水道資源および処理施設への理解促進を目的と
し、既存施設に処理水飼育をはじめとする実験的な水族
館・公園・ホテルを複合した処理水循環型施設として、周
辺の水環境を一体として捉える新たな水族園を提案する。
2. 計画敷地および芝浦水再生センターの概要
2-1.計画敷地概要　SWTP地区は東京都による特定都
市再生緊急整備地域内の優先整備地区に指定され、高輪
ゲートウェイ駅の開業等と併せて、次世代型の環境都市を
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二次処理水量575,780m3/日のうち、0.9%が三次処理
水として再利用される一方、95%は放流されている 5)。
SWTP東系における各施設は工程順に南から北へ配置
されており註3)、その先に当たる街区は給水塔が残る東京
都水道局港南庁舎跡地となっている (図3）。
3.下水処理水の水質と用途別水質基準　二次処理水、三
次処理水、および放流先の高浜運河の水質と、生活環境
の保全に関する環境基準（以下、生物基準）および再利
用水質基準を比較し、処理水の飼育水への適用可能性を
検討した (表1)。二次処理水はCODの項目でのみ高浜
運河が指定されている生物基準Cを下回る一方、下水の
もつ高い温度や栄養分を理由に、第二沈殿池におけるカ
モや、放流口付近におけるボラなど、基準を下回る水環境
での生息が観測されている 6)。そのため、本計画では、二
次処理水を用いる実験的な飼育環境および三次処理水を
用いる親水空間を提案する。
4.プロジェクト
4-1.全体計画　本計画では、SWTP東系と遊歩道の境
界部をA区とし、東京都水道局港南庁舎跡地をB区とす
る (図4)。A区には、B区への一般動線と給排水動線を
統合するデッキおよび水族館別館を計画し、B区には、処
理水を再利用する水族館本館・公園・ホテルを計画する。
駅からの動線として、現在計画されている高輪ゲートウェ
イ駅と上部公園を結ぶデッキを、A区のデッキと接続する
ように運河へと延長した。SWTP東系は西側道路と直交
するグリッドを元に計画されていることから、既存グリッド
を運河沿まで引き込み、A区の柱スパンを合わせること
で、植栽帯で覆われていた施設を体感できるようにし、上
部公園と２箇所接続をした。また、B区では既存の給水
塔を囲うように水族館とホテルを配置し、給水塔から高架
下へと、運河に面する公園を計画した。
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目指している (図1)3)。その中で、SWTP北側を集中的
な高層化を図るエリア（以下、高層化エリア）、高浜運河
（以下、運河）沿を水辺と都市機能が有機的に結合したエ
リア（以下、水辺エリア）として位置付けている。運河は、
東京湾と水位調整を行う閉鎖性水域かつ、海水と淡水と
して放流される二次処理水が混ざる汽水域である。近年、
防災船着場を発着場とするウォータータクシー等の観光舟
運や運河ボートレースなど、活用の機会は増加する一方、運
河沿の遊歩道と沿岸建物の一体的な活用は限定的である。
以上から、本計画では、高層化および水辺エリアに跨る
SWTP東系を対象敷地とする。
2-2. 芝浦水再生センターの概要　SWTPにおける下水
処理工程は、固形物を除去する一次処理、微生物を利用
し有機物を分解する二次処理、さらに残存する窒素やリン
等を除去する三次処理に大別できる (図2)註2)。また、処
理施設は順に、沈砂池、第一沈殿池、反応槽、第二沈殿
池、塩素接触槽、三次処理施設から構成される。本計画
では、第二沈殿池を経たものを二次処理水、三次処理施
設を経たものを三次処理水と定義する 4)。令和元年度の

4-2.処理水循環計画　各プログラムを通して処理水が循
環するよう計画した(図5)。SWTP東系からB区を経由
しA区へと給排水を行う。水族館では飼育水として二次
処理水、公園・ホテルでは親水用水、修景用水、散水用水、
水洗用水として三次処理水を主に再利用する。放流され
る二次処理水量574,000m3/日をもとに、水族館におけ
る展示水槽総水量は2,500m3、公園・ホテルでの親水・
修景用水量は100m3/日、散水用水は20m3/回、水洗
用水量は700m3/日と計画した。
4-3.展示・動線計画　展示シナリオを「処理水循環にお
ける生態系」と設定し、水族館に加え、SWTP東系、公
園水路、運河等の周辺の水環境を一体として捉える。水
族館における飼育水の種類は、二次処理水100%区、
50%区、汽水区とし、一定の生存が確認できた種を、実
験場から小水槽、大水槽へと移動させる。トンネルをもつ
大水槽等の一般公開ゾーンから観客を引き込み、徐々に小
水槽や研究所等の実験公開ゾーンまでを段階的に繋ぐ順
路とし、水族館のもつ娯楽と教育の両側面を体現してい
る。また、水槽とろ過設備を一体で鑑賞できる順路を組
み込むことで、水処理過程への理解を促す。
5.結　本計画では、SWTP東系を対象に、東京都下水道
局の開示資料をもとに水量及び水質から処理水循環の可
能性を検討し、下水道資源および処理施設への理解促進
に繋がる、周辺の水環境を一体として捉える処理水循環
型水族園を提案した。
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図6 運河沿東側立面図　1/3200
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B1. 水族館本館
用途：処理水飼育用水・水洗用水

二次処理水や運河の汽水を使用した水族
館。調査によって生息確認されたボラやマ
ハゼ等、芝浦港南地区の水環境の再現に始
まり、処理水飼育を行った多様な種の展示
を行う。3Fのレストランまで自由に階段
でアクセスでき、公園の一部として扱う。

A1. 水族館別館

B2. ホテル

A2. 上部公園改修

B3. 公園
用途：水洗用水・修景用水・親水用水

三次処理水を主に使用したホテル。ホテル
客室から臨む外壁を伝う修景用水が庭園階
の水盤に落ち、親水空間をつくる。処理水
の使用できない温水プールでは、下水熱を
用い温めることで、処理施設との水の関係
性を間接的にもつ。

用途：散水用水・修景用水・親水用水

三次処理水を主に使用した公園。修景・親
水用水として用いる水盤からそのまま運河
へと放流される。親水用水基準を満たす処
理水による散水を行うことで、散水と親水
の両方を実現する。

二次処理水のみを使用した水族館別館。第
二沈殿池の環境を再現し、下水処理施設見
学の順路としても活用でき、教育的な側面
をもつ。

既存の人工地盤の一部を解体した、公園下
の第二沈殿池を覗く吹抜。下水の暖かさに
寄ってくるカモなどが観測できる。

水族館の水処理の流れc
通常非公開にする場合が多い濾
過機室を観覧順路の一部に組み
込み、水処理への理解を促進

処理水による大水槽b
大水槽水量が毎日の処理水量の
0.4%程度であることから、下
水処理施設の重要性をアピール

処理水飼育の実験水槽d
処理水と運河からの汽水を混ぜ
合わせた実験段階の魚類を展示
する小水槽群

飼育員との交流スペースe
水質検査等、日々の研究や業務
の一部を公開することで新たな
コミュニケーションを生む

屋外タッチプールf
A区デッキ部との接続。高浜運
河を臨み、2F・3F両方からの
アクセスが可能
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